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第
1
章
　『
記
紀
』
を
批
判
的
に
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

1 

和
銅
元
年
の
禁
書
令
の
再
発
布

『
記
紀
』
が
そ
の
ま
ま
歴
史
を
記
述
し
て
い
る
と
考
え
る
人
は
、
少
数
派
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
大

部
分
の
人
は
、
大
筋
に
お
い
て
は
正
し
い
と
想
像
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
し
、
ど
こ
が
正
し

く
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
正
し
く
な
い
か
を
指
摘
す
る
の
は
、
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

『
記
紀
』
の
中
国
の
歴
史
書
な
ど
と
の
大
き
な
違
い
は
、そ
の
編
纂
の
前
に
、
既
存
の
歴
史
、
伝
承
、
系
図
な

ど
の
書
か
れ
た
書
物
を
取
り
上
げ
る
禁
書
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、
禁
書
令
の
発
布
の
記

事
は
な
い
が
、『
続
日
本
紀
』（
宇
治
谷
孟
訳
）
に
次
の
記
事
が
あ
る
。
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権
力
者
は
藤
原
不
比
等
、
編
纂
者
は
太
安
万
侶
で
あ
り
、
変
わ
っ
て
い
な
い
。
文
献
学
の
落
と
し
穴
と
し
て
、

書
か
れ
た
も
の
は
定
着
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
文
献
が
唯
一
の
と
き
、
そ
れ
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
と
し
て
振
る

舞
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
唯
一
の
文
献
が
勝
者
の
側
か
ら
書
か
れ
た
時
、
そ
の
後
に
書
か
れ
た
異
説
は

常
に
検
閲
の
目
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
敗
者
或
い
は
敗
者
の
後
裔
が
異
説
を
公
表
す
る
時
、
真
実
を
、
間

接
的
に
、
或
い
は
部
分
的
に
、
或
い
は
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
を
施
し
て
あ
ら
わ
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か

ら
論
じ
る
『
万
葉
集
』
や
『
今
昔
物
語
』
な
ど
は
、
部
分
的
真
実
や
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
の
か
か
っ
た
真
相
を

語
っ
て
い
る
。
読
者
に
は
作
者
の
意
図
を
汲
み
取
る
努
力
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

項
目
B
に
関
し
て
は
、『
続
日
本
紀
』
は
、
事
実
の
歪
曲
は
行
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
真
相
の
一
部
分
し
か

伝
え
な
い
と
い
う
程
度
の
情
報
の
不
完
全
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
後
述
す
る
。

2 

伝
承
継
承
者
へ
の
弾
圧
と
そ
の
粛
清

秦
の
始
皇
帝
は
、
焚
書
坑
儒
を
行
っ
た
と
い
う
。
書
物
を
焼
き
、
学
者
を
生
き
埋
め
に
し
た
と
い
う
の
だ
。

こ
れ
に
似
た
こ
と
が
七
世
紀
日
本
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
禁
書
を
行
っ
た
上
で
、
人
の
持
つ
伝
承
を
ど
う

す
る
か
。
勝
者
の
対
策
は
、
敗
者
へ
の
弾
圧
と
、
旧
大
王
家
伝
承
継
承
者
の
大
量
粛
清
で
あ
っ
た
。

和
銅
元
年
（
七
〇
八
）

大
赦
令
を
発
す
る
。
但
し
山
沢
に
逃
げ
、
禁
書
を
し
ま
い
隠
し
て
、
百
日
経
っ
て
も
自
首
し
な
い
も
の
は
、

本
来
の
よ
う
に
罰
す
る
　

。

禁
書
令
の
発
布
は
、『
記
紀
』
の
編
纂
が
始
ま
っ
た
天
武
朝
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
、
こ
の
和
銅
元
年
の
禁
書

令
の
再
発
布
は
、『
記
紀
』
の
完
成
が
近
づ
い
た
時
点
で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。『
古
事
記
』
の
完
成
は
、
七

一
二
年
、『
日
本
書
紀
』
の
完
成
は
、
七
二
〇
年
。
禁
書
令
の
再
発
布
は
、『
記
紀
』
の
完
成
の
少
し
前
で
あ
る
。

ち
な
み
に
『
続
日
本
紀
』
の
完
成
は
、
百
年
後
の
七
九
七
年
。
こ
の
事
実
は
、
二
つ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

A
　

書
物
と
な
っ
た
伝
承
や
系
図
を
取
り
上
げ
た
上
で
、『
記
紀
』
が
、
時
の
権
力
者
の
論
理
に
従
っ
て
編
纂
さ

れ
た
。

B
　

禁
書
令
の
再
発
布
を
記
述
し
た
『
続
日
本
紀
』
は
、『
記
紀
』
よ
り
も
信
憑
性
が
高
い
。

項
目
A
の
権
力
者
に
関
し
て
は
、
天
皇
は
天
武
か
ら
持
統
、
文
武
、
元
明
、
元
正
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
が
、
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菅
原
や
　
伏
見
の
里
の
　
あ
れ
し
よ
り
　
通
ひ
し
人
の
　
あ
と
は
た
ゑ
に
き（

後
撰
和
歌
集
、
詠
み
人
知
ら
ず
）

何
と
な
く
　
物
ぞ
悲
し
き
　
菅
原
や
　
伏
見
の
里
の
　
秋
の
夕
暮
れ�

（
千
載
集
、
源
俊
頼
）

い
ざ
こ
こ
は
　
我
が
世
は
経
な
む
　
菅
原
や
　
伏
見
の
里
の
　
荒
ま
く
も
惜
し（

古
今
集
、
詠
み
人
知
ら
ず
）

菅
原
や
　
伏
見
の
く
れ
に
　
見
渡
せ
ば
　
霞
に
ま
が
ふ
　
初
瀬
の
山�

（
後
撰
集
、
詠
み
人
知
ら
ず
）

最
初
の
定
家
の
歌
を
取
り
上
げ
る
。「
郭
公
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
は
、
昔
を
恋
う
鳥
で
あ
り
、
古
来
は
冥
土
か
ら

来
る
鳥
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
歌
を
意
訳
す
る
と

古
を
想
っ
て
鳴
き
続
け
る
菅
原
伏
見
の
里
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
よ
。
鳴
き
疲
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
せ
め
て

夕
立
雨
の
間
く
ら
い
は
、
し
ば
ら
く
休
憩
し
な
さ
い
な
。

「
村
雨
」
に
は
、「
村
人
の
涙
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
大
量
粛
清
」
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
菅
原
伏
見
の
地
に

は
、
過
酷
な
過
去
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年

菅
原
の
土
地
の
民
家
九
〇
戸
あ
ま
り
を
、
他
に
移
住
さ
せ
た
。

菅
原
の
地
に
は
、
山
神
系
（
出
雲
系
）
の
伝
承
継
承
者
で
あ
る
菅
原
土
師
氏
が
住
ん
で
い
た
。
大
王
の
埋
葬

を
司
る
土
師
氏
は
、
六
四
六
年
の
薄
葬
令
で
す
で
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
加

え
て
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
に
は
、
土
師
氏
の
人
々
は
そ
の
菅
原
の
土
地
を
追
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
後

述
す
る
が
、
七
世
紀
の
王
朝
交
代
期
の
対
立
の
構
図
は
、
山
神
系
の
大
和
の
大
王
家
と
百
済
系
の
新
興
勢
力
の

対
立
で
あ
る
。

ま
た
、
菅
原
を
詠
ん
だ
歌
に
は
、
深
い
悲
し
み
を
表
現
し
た
も
の
が
多
い
。
以
下
に
例
を
挙
げ
る
。
菅
原
天

満
宮
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
し
て
い
る
。

郭
公
　
し
ば
し
や
す
ら
へ
　
菅
原
や
　
伏
見
の
里
の
　
村
雨
の
空�

（
続
千
載
集
、
定
家
）

大
き
海
の
　
水
底
深
く
　
思
ひ
つ
つ
　
裳
ひ
き
な
ら
し
し
　
菅
原
の
里�

（
万
葉
集
巻
二
〇
、
石
川
郎
女
）


